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２０１９年度青梅市市民提案協働事業

【①事業名】

自分を守る・家族を守る・地域を守る♡みんなで守る

〜災害時避難安全カードづくり＆ヘリサイン更新〜

報告
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１）青梅市市民活動推進課・防災課と協働、
第６支会・第七小学校・第六中学校と連携して作成。

２）カードを自治会が小曾木地区各家庭全戸配布。
自助・近助・共助の「見える化」を推進する。
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３）自治会が「ひとのつながり」によって命を守ることに力を
入れていることを住民が理解し、地域の安心感を高める。

４）自治会第６支会長を通じて青梅市内自治会正副会長へ
配布し、作成希望を募る。 ↓

コロナウィルス感染拡大
↓

問い合わせ始まる
↓

自治会作成時には、東
京都の底力事業の利用
を推奨。作成アドバイス。

アドバイザーは考える会会員が実施予定
・会員で元青梅市防災安全部長 平岡政男 ・副会長で防災士 若林良弘
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１）第七小学校・第六中学校の屋上に学校・おやじ
の会・消防署が協働で作成した「ヘリサイン」が10 

年以上経過し色が薄れている。
大規模災害時に効果を発揮する「ヘリサイン」の
更新（ペンキ塗り）を行なう。

２）防災課・青梅消防署と協働、第６支会・第七小学
校・第六中学校・おやじの会と連携して実施。



・ヘリコプターが上空から位置確認できる
・平成２１年に第七小がおやじの会と市内初実施
同年第六中もＰＴＡと実施
・１０年経過し、色が薄れて目立たない状況
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地域の孤立状況が発生した場合には、第七小・第六中は
避難所であり救援物資の投下場所になる可能性大

ヘリサイン更新２
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協働
・青梅市防災課
・青梅消防署
係長 町田様
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【③今回の事業の目的と効果】
目的 1. 避難安全カードを作り、考え、記入

効果1.実際に災害発生時には命を守れる
効果2.人のつながりの大切さを強く意識できる
効果3.自治会等の意義の「見える化」が強まり、

自治会加入促進につながる。

目的2. 避難所である学校のヘリサイン保守を

地域住民・学校・青梅市・消防署が協働で実施

ご近所の助け合いの必要性を見える化
自分たち地域の仲間の命を守る行動に

必要性と意義の周知・理解につながる



【④今回の事業の目標】

第１目標:災害発生時に小曾木地区から被害者を

ひとりも出さない。
⇒昨年の台風での被害者なく、継続中

第２目標:青梅市内の各地域にも同様の意識を醸成

するため、第６支会と連携し小曾木地区以
外の自治会等１団体以上への展開へつな
げる。
⇒現在、災害時避難安全カードの問い
合わせが来始めた状況
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おそきの学校と地域を考える会は

市民提案協働事業を含めた地域活動を通じ、
・自治会 ・小曾木市民センター ・小学校
・中学校 ・保育園 ・ＰＴＡ ・おやじの会
・小曽木っ子の会 ・高齢者クラブ ・民生委員

等々のネットワークを深化します。会は

自助 公助共助

共助の担い手として
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ご清聴ありがとうございました


